
ど、子どもの成長につながっているという声などがあげられている。また、子どもの笑顔や元
気に走り回る姿を久しぶりに見た親が涙を流したり、ずっと外の砂での砂遊びを制限されてき
た子どもが本当に嬉しそうに砂で遊んでいる姿に感動する親もいたとのことである。
 

コラム：都市と地方における子育て環境に関する調査等について
　2010（平成22）年の合計特殊出生率（以下、出生率）は、1.39と前年の1.37を上回ったが、
なお楽観できない状況が続いている。出生率の低下は、都市部のみならず、すべての地域にお
ける課題であるが、要因や状況は地域によって異なっている。
　「都市と地方における子育て環境に関する調査」においては、全国をある程度まとまった地
域ブロック（注１）にわけ、子育て中の夫婦の意識や行動を把握・分析し、今後の施策立案の基
礎資料とすることを目的として、子育て中の夫婦12,289組にインターネットによるアンケート
調査（注２）を実施するとともに、既存の統計資料を収集・整理した。
　また、上記調査とは別に、福井県が実施した、県内の中小企業における子育て環境を把握す
るための独自の取組についても紹介する。

（親や地域の支援と子育てのしやすさとの関係）
　親からの子育て支援の状況をみると、「とてもよく支援をしてもらっている」が17.3％、「よ
く支援をしてもらっている」が40.3％で、約６割の妻が親から支援してもらっていると感じて
いる。また、親からの支援を受けている人ほど、子育てしやすいと感じている割合が高い（図
１、２）。
　子育ての相談相手や子どもの世話をしてくれる人
は、地域ブロックにかかわらず「夫」（80％以上）
や「親」（60％以上）が多い。地域ブロック別にみ
ると、「親族」の割合が高いのは、北陸、「近所の人」
の割合が高いのは、首都圏や近畿、「職場の人」は
東北が最も高い（図３）。また、子育ての相談相手
や子どもの世話をしてくれる人が多いほど、子育て
しやすいと感じている割合が高い（図４）。

（妻の今後の就労意向・時期について）
　妻の今後の就労意向をみると、「今後はパートと
して働きたい」45.3%、「今後は（今後も）正社員と
して働きたい」25.8%、「最初はパートとして働くが、
ゆくゆくは正社員として働きたい」14.9%となって
おり、９割近くの妻が就労を希望している（図５）。

注１： 地域ブロックの分類は、出生動向基本調査（厚生労働省）などで用いられている一般的な７区分を基本に、関東は首都
圏と北関東、中部は北陸と中部に分割した9地域（「北海道」「東北」「北関東」「首都圏」「北陸」「中部」「近畿」「中国・
四国」「九州・沖縄」）とした。

注２：「都市と地方における子育て環境に関する調査」について
　　　 第１子が18歳以下で妻の年齢が20歳～49歳の夫婦を対象に登録モニターへのアンケート調査を実施。有効回答数

12,289組（24,578サンプル）（2011（平成23）年11月17日（水）～11月28日（月））。
詳細は、内閣府ホームページ　http://www8.cao.go.jp/shoushi/cyousa/cyousa.htmlを参照。

対象： 妻（妻側・夫側両方の両親が他界してい
る人以外）〈SA〉

とてもよく支援を
してもらっている

17.3％

よく支援をして
もらっている　

40.3％

どちらともいえない
20.4％

あまり支援をして
もらっていない　

12.9％

全く支援をして
もらっていない

9.1％

N＝12,177

とてもよく支援を
してもらっている

17.3％

よく支援をして
もらっている　

40.3％

どちらともいえない
20.4％

あまり支援をして
もらっていない　

12.9％

全く支援をして
もらっていない

9.1％

図１　 親からの子育て支援の度合
いについて
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地域ブロック別にみると、「今後は（今後も）正社員として働きたい」は、東北35.6％、北陸
33.8％、中国・四国28.2％の順で高い（図６）。
　就労を希望する時期をみると、「できるだけ早く」が23.8％。次に「子どもが幼稚園・保育
所に入園した時」22.1％、「子どもが小学校に入学した時」20.0％と子どもの入園・入学がきっ
かけとなっている（図７）。
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とてもよく支援を
してもらっている
（N=2,109）
よく支援をしても
らっている
（N=4,904）

あまり支援をして
もらっていない
（N=1,573）
全く支援をしても
らっていない
（N=1,112）

どちらともいえな
い
（N=2,479）

とてもしやすい
どちらかといえばしやすい
どちらでもない
どちらかといえばしにくい
とてもしにくい

図２　親からの支援と子育てのしやすさ

対象：妻（妻側・夫側両方の両親が他界している人以外）（Ｎ=12,177〈SA〉）

対象：妻（全員）　　Ｎ=12,289〈MA〉（％）

図３　 地域ブロック別　子育ての相談相手や子どもの世話をして
くれる人の傾向
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そ
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北海道 （N=542） 83.4 67.3 18.6 48.2 11.4 5.2 6.1 0.9
東北 （N=666） 85.9 69.4 17.4 44.9 11.7 11.4 5.3 2.7
北関東 （N=476） 84.7 65.8 18.5 45.6 11.6 7.4 6.3 1.3
首都圏 （N=4012） 84.1 63.6 15.2 47.7 17.0 4.5 5.4 0.7
北陸 （N=394） 84.3 70.8 20.1 41.4 14.5 8.9 6.1 1.5
中部 （N=1864） 84.1 70.0 17.6 44.4 14.5 6.2 5.4 0.8
近畿 （N=2386） 83.6 65.9 18.2 47.4 18.4 6.2 4.7 0.7
中国・四国（N=954） 83.8 69.8 19.8 47.6 14.4 7.9 5.7 0.6
九州・沖縄（N=995） 84.5 67.0 18.9 46.3 14.1 6.4 4.2 1.4
全国 （N=12289） 84.1 66.6 17.4 46.6 15.6 6.2 5.3 0.9
※　主な項目において地域ブロックで比較し、回答率の高かった地域について着色している。
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（子育て夫婦の幸福度は、平均7.78点と高い）
　幸せの程度について、「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を０点とした場合、「８点」と
の回答が夫婦ともに最も多く（全体平均28.5%）、次いで「７点」（同18.9%）、「10点」（同
17.9%）と続き、国民生活選好度調査の全国平均6.46点と比べて全体平均が7.78点と高い。
※ （参考）平成22年度国民生活選好度調査では、全国平均が6.46点（母集団：全国に居住する
15歳以上80歳未満の男女、標本数5,000人（層化二段無作為抽出法））

図４　 子育ての相談相手や子どもの世話をしてくれる人の属性と子
育てのしやすさ
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（n＝4,118）
属性が 3種類
（n＝3,140）
属性が 4種類
（n＝1,482）
属性が 5種類
（n＝487）

属性が 6種類
（n＝119）

属性が 7種類
（n＝23）

対象：妻（全員）（Ｎ=12,289〈MA〉）

その他
2.4％

今後は（今後も）正社員
として働きたい

25.8％

最初はパートとして働く
が、ゆくゆくは正社員と
して働きたい

14.9％

今後はパートとして
働きたい　　　　　

45.3％

今後は（今後も）
働かない予定　　

11.6％

N＝12,289

その他
2.4％

今後は（今後も）正社員
として働きたい

25.8％

最初はパートとして働く
が、ゆくゆくは正社員と
して働きたい

14.9％

今後はパートとして
働きたい　　　　　

45.3％

今後は（今後も）
働かない予定　　

11.6％

図５　妻の今後の就労意向

対象：妻（全員）〈SA〉
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今後は（今後も）
正社員として働
きたい

最初はパートと
して働くが、ゆ
くゆくは正社員
として働きたい

今後はパートと
して働きたい

今後は（今後も）
働かない予定 その他

北海道（N=542） 22.3 14.8 46.5 13.5 3.0
東北（N=666） 35.6 16.4 34.2 11.3 2.6
北関東（N=476） 27.3 13.9 46.6 8.8 3.4
首都圏（N=4012） 24.1 14.6 46.0 12.8 2.5
北陸（N=394） 33.8 14.7 41.1 7.4 3.0
中部（N=1864） 25.3 15.1 48.6 9.2 1.7
近畿（N=2386） 24.2 13.2 46.5 13.8 2.3
中国・四国（N=954） 28.2 16.4 42.0 10.2 3.2
九州・沖縄（N=995） 26.8 17.5 43.7 9.8 2.1
※各選択肢において、回答率の高かった上位３地域ブロックについて、下記のように着色している。

図６　地域ブロック別　妻の今後の就労意向

対象：妻（全員）　　　　Ｎ＝12,289〈SA〉（％）

１位：　　　　　２位：　　　　　３位：　　　　

図７　今後の就労時期について

対象：妻（現在就労していないが、今後就労を希望）
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（出生率と女性の就業率について）
　出生率を都道府県別にみると、首都圏、近畿を除き、西高東低の傾向が見てとれる。
　女性（15歳～64歳以下）の就業率についてみると、首都圏においては、全国と比較して低く、
出生率も全国平均を下回っている。北陸、中部においては、全国平均と比較して高く、出生率
も全国平均を上回っている。
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図８　現在の幸せの程度について

対象：妻（全員）・夫（全員）（Ｎ＝12,289〈SA〉）

平均点
幸せ度の平均点

全体 7.78点
妻回答 7.76点
夫回答 7.81点

図９　 出生率の都道府県別傾向　（2010年）
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（福井県における取組）
　福井県では、これまで保育所に入所する第３子以降３歳未満児の保育料等を福井県独自に無
料化する「ふくい３人っ子応援プロジェクト」など、県民が子どもを生み育てやすい環境づく
りに努めており、これらの取組が共働き率や女性の就業率が全国でも高い水準（注３）であり、
2010年の合計特殊出生率が1.61（注４）という全国上位となっている一因であると考えられる。
　上記のような子育て環境に関連し、福井県では、従業員の子どもが多い会社は、企業の子育
て支援に理解があり、従業員が子育てしやすい職場環境にあると考え、2011年度、内閣府男女
共同参画会議専門委員　渥美由喜氏監修の下、全国で初めて、中小企業の子育て環境を把握し、
企業の自主的な取組をさらに促進させるため、「企業の合計特殊出生率（愛称：企業子宝率）」
の調査（注５）を実施したところである。「企業子宝率」とは、男女問わず、従業員が当該企業在
職中にもつことが見込まれる子どもの数であり、その値が2.0を超えた上位７社を、「子育てモ
デル企業」として認定している。

注３： ここでは、「夫婦のいる一般世帯数」に占める「夫も妻も就業者である世帯数」を共働き率とし、総務省「国勢調査」（2005
年）によると、福井県は全国で最も高い58.2％（全国平均44.4％）。また、15～64歳の女性の就業率（就業数者数を
人口で除したもの）は全国で最も高い51.6％。

注４： 厚生労働省「人口動態統計」（2010年）における、合計特殊出生率の全国平均は1.39。
注５：調査対象企業数は、一次調査が297社。二次調査が50社（一次調査の上位50社）。二次調査の企業子宝率の平均が1.70。

図10　 就業率・出生率の都道府県別散布図（2005年・2010年）

〈算出方法〉就業率＝就業者数／人口（女性：15歳～64歳以下）×100
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　上位７社の特徴としては、
　・ ７社すべてが従業員50人未満の小規模企業であり、社内コミュニケーションが十分に取れ

ている、
　・ 育児にかかる遅出や早退などが、企業現場の判断で取得しやすい職場環境となっている、
などがあげられている。
　これまで、企業における子育て支援については、余裕のある大企業だからこそ可能である
との声もあったが、今回の調査により子育て支援における中小企業としてのメリットを浮き上
がらせる結果であったと分析している。
　福井県では、今後も引き続き「企業子宝率」調査を実施するとともに、「子育てモデル企
業」について、さらに検証し、企業風土や子育て支援の取組など「企業子宝率」の高さの要
因を分析し、結果を福井県の内外に広く発信するとともに、中小企業における子育て環境の
実現に向けた一層の取組を推進していきたいとしている。

図11　福井県「子育てモデル企業」認定マーク
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